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ビジネスのスピードが 変わる！

ITコストが 下がる！

セキュリティが 楽になる！
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導入事例

SQL Serverのご購入とご提案に関するお問い合わせは

専門コールセンターのオペレーターが親身にお応えします。

［SQL Direct］
■お問い合わせ先

9：30〜12：00、13：00〜18：00
月曜日〜金曜日（弊社指定休業日を除く）

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/ をご覧ください。最新情報は、

SQL Direct （法人様限定）は、SQL Server をご検討、ご提案、情報収集されている法人のお客様やパートナー様をご支援する、「あなたにより身近な、わかりやすい 
Microsoft SQL Server」をコンセプトとする、法人のお客様を対象としたマイクロソフトの新しい無償コールセンターサービスです。購入、導入前のお客様のみな
らず、ご提案中のパートナー様も同じ1つの電話番号におかけいただき、オペレーターがお問い合わせに対応いたします。

●詳しくは、下記のWebサイトでご確認ください。
http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/r2/howtobuy/sqldirect.mspx

マイクロソフト株式会社
〒151-8583　東京都渋谷区代々木2丁目2番1号　小田急サザンタワー 1012-pk1

ソフトバンクモバイルはGIS（地理情報システム : Geographic Information System）を用い
て継続的に電波状況の改善に取り組んできました。この GIS を基盤として支えているのが 

SQL Server 2008 R2 Enterprise エディションです。しかもこの改善状況の進捗は「逐一お客様
に公開するべきだ」という孫社長以下、ソフトバンクモバイルとしての強い意思があり、電波改善状
況をリアルタイムでお客様に開示するための一般公開向けジオメディアサービス「電波状況ピンポ
イント検索」の開発にも着手。24時間365日、誰もがネットで電波状況を確認したい場所を指定す
ると答えが返ってくるこのシステムには相当なトランザクションが発生すると予想されましたが、ここ
でも標準で Spatial データをサポートする SQL Server 2008 R2  Enterprise エディションが
活躍。今後はシステム構築コストの最適化を狙い、Windows AzureTM Platform を活用する計画
も準備されています。

石川県小松市に本社を置くパーティションの大手メーカー、コマニー株式会社は、サポート切れ
や陳腐化による運用コストの増大などの解消を目的とした業務システムのリニューアルを決

断。それまで利用していた大手データベース企業の製品を SQL Server に置き換えることで、月
額保守料金の大幅な削減と同時に、メンテナンスの手間がほとんどかからないという SQL Server 
の特徴によって運用管理の工数も減少。運用管理担当者の誰もがデータベースを運用管理できる
ようになった結果、残業や休日出勤も少なくなり、運用コストの低減も実現されました。今後同社は
他の基幹系システムについても、データベースを SQL Server へ一本化していくことで、さらなる
全体最適へ進化させたいと考えています。

日常生活で使う電話回線やインターネットのブロードバンド網などを支えているのが NTT-ME。
同社は「共通経理システム」の改変をきっかけに、管理会計システム刷新のための製品選択を開

始。選択の鍵となったのは、現場社員にとって使いやすい管理会計システムを構築することができる
かどうか。そこで、日常的に使われる Excel を利用者のインターフェイスに据えることが方針として打
ち出され、データベースには Excel との親和性が高い SQL Server の選択が決定しました。新管理
会計システムでは、SQL Server Analysis Services を用いた多次元データベースを基にデータを
展開し、Excel による多彩な分析を実現。独自に作り込んだ定型レポートからのドリルスルー機能は、
ある数値について使われた用途や、取引先、時期、組織まで、多角的にデータを見えるようにすること
で、事業部担当者や財務部門の分析業務に大きく寄与しました。SQL Server の選択は同社に着実
な成果をもたらしています。
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データベースの処理能力が
もう限界…

［Before］

［After］

データベースの処理能力に

余裕が！

まだまだある

データベースのテーブルを圧縮する「デー

タ圧縮機能」を用いることでディスクに対す

る読み書きのデータそのものが小さくなり、

データベースの性能にもっとも影響を与え

るディスク I/Oが劇的に減少。最大で20倍

程度の性能向上を実現し、データベースを

利用するアプリケーション全体のパフォーマ

ンス向上に寄与します。

「データパーティション機能」を利用しテーブルを分割することで、データのロードや削除、集

計、インデックス再作成処理やバックアップなどあらゆるワークロードの処理速度が向上し、

これらの動作を含むバッチ処理の時間も大幅に短縮できます。大規模なデータベースの性

能向上を実現します。

複数商品の売り上げ相関や、顧客種別と商品売り上げのクロス集計など複雑な分析は、デー

タが大規模になるにつれて指数的に時間がかかります。それを高速化できるのが「BIサー

バのスケールアウト機能」による分析性能の向上と「多次元データベースのスケールアウト

機能」による負荷の分散。高度なデータ分析でも短時間で終わるようになります。さらに、

Excel®から多次元データベースへの書き戻し機能により、事業予算の編成データなどを多

次元データベースに一元化し、予算データ入力やシミュレーションなどをExcelをフロント

ツールにして行うことが可能。データ分析のスピードも大きく変わります。

SQL Server 2008 R2 Enterpriseでビジネスのスピードが変わる理由

データ量が増えるに従い、

毎日毎月のバッチ処理の時間が

長くなり運用が難しくなってきた。

業務アプリケーションの処理が遅く

て社員の生産性を落としている。

新たなキャンペーンのための

業務フローを立ち上げたいが、

ハードウェアへの

追加投資をしてからと言われた。

データベース運用や管理の
時間が大幅に短縮。
新施策のための分析処理も
柔軟にできるようになった。

業務アプリケーションが
キビキビ動き、
社員の生産性が向上。

新たなハードウェア投資を
しなくとも、キャンペーンの
ための業務フローの追加や
変更が可能に。
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データベースの処理速度が最大で20倍に！

大規模なデータベースの処理速度をさらに高速に！

複雑なデータ分析がすぐに終わる！

● 最大8CPU、2TBメモリの大規模サーバをサポート
● 16ノードまでの大規模クラスタリングが可能
● リソースガバナで重要な処理を優先的に処理可能
● オンライン メンテナンスで無停止運用を実現 など
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データベースの運用コストが
負担に…

［Before］

［After］

運用コストが

下がった！

まだまだある

物理サーバ用のライセンス、または搭載されているすべてのプロセッサに対してライセンス

を購入し、ソフトウェア アシュアランス契約をしている場合には、仮想OS環境上で無制限に

利用することができます。大規模サーバ上に多くの仮想環境を集約して運用する場合には、

個別にライセンスを購入するよりもコストダウンにつながります。

データベースシステムを構成するハードウェア

の中で、高性能ストレージにかかるコストは非常

に大きな割合を占めます。そこで「データ圧縮

機能」。これによりデータ容量は約10分の1に

なり、必要なストレージ容量が激減。さらに I/O

の減少によりデータベース性能も最大20倍程

度向上。コスト効果の高いストレージハード機

器の選択を可能にします。と同時にバックアップ

機器の導入、運用にかかるコストも大幅削減に。

日中の業務時間帯にマーケティング部が過去の

売り上げデータを分析するための処理を実行

し、突然に業務アプリケーションの反応が遅くな

る。経理や営業からは、データベースが遅くなっ

たと管理者に苦情が。こんなトラブルを防止す

るためにあるのが「リソースガバナ」。ユーザー

やアプリケーションの種類、時間帯などに応じて

リソースを動的に配分する機能を備え、効率的

かつ円滑なデータベース運用を実現し、不要な

トラブルを最初から防ぐことができます。

SQL Server 2008 R2 EnterpriseでITコストが下がる理由

データベースのデータが増加し、

ストレージコストが急上昇。

サーバを集約しているが、

それほどコストが下がらない。

業務時間帯にさまざまな

処理が集中し、管理者が対応に

追われる。

データが増えても
ストレージの増加が
ほとんど不要になった。

サーバを集約したら
データベースのライセンス
価格も安くなった。

自動的に効率的な
データベース運用が
実現している。

仮想化環境での導入コストが下がる！

データ圧縮でストレージコスト削減！

自動管理で昼は日常業務優先、夜はバッチ処理や
集計処理優先に設定！

● オンライン バックアップやオンライン パッチ機能で運用管理工数を削減
● 暗号化の機能や監査ログ機能を内蔵しているためサードパーティのツール購入が不要
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セキュリティの手間とコストを
どこまでかければいいのか…

［Before］

［After］

余計な手間とコストが

不要に！

データベースへの

不正なアクセスがあった場合の

対策とは？

データベースからの

情報漏洩のために

何をすればいいのか？

データ喪失に備える

バックアップの手間が

かかりすぎる。

不正なアクセスが
発覚したら、監査ログで
すぐに調査可能に。

データベースのデータが
自動的に暗号化されている。

バックアップも
セキュリティパッチも
オンラインで効率的に。

まだまだある

データベースに蓄積されたデータを暗号化し、

ストレージへの直接アクセスやバックアップデー

タの不正取得などの非正規なアクセス手段では

データ取得ができない機能を標準で備えていま

す。しかも暗号化はデータベース サーバ内で行

うため、アプリケーション側の変更は一切不要。

データベースからの情報漏洩対策を効果的に実

現できます。

データベースに対して「誰が」「いつ」「どのデータに」「どんな操作をしたか」を監査ログとし

て記録する機能を備えています。データベース管理者によるサーバ構成やデータベース構

成の変更なども記録します。万が一データベースに対して不正なアクセスがあったときの調

査資料として、また、不正アクセスにたいする牽制として利用可能。アプリケーション側の変

更は不要で、データベース サーバ側でいつでも設定できます。

あってはならないデータ喪失に備え、稼働中でもオンライン バックアップ、インデックスの変

更が可能。バックアップ圧縮やデータ圧縮との併用でバックアップデータも小さく、バック

アップ時間も約10分の1に。バックアップのミラー化でバックアップデータの信頼性も高め

られます。また、オンラインでのセキュリティパッチ適用もクラスタのフェイルオーバー機能

を利用することで実現。つねに安全な状態でデータベースを運用する体制を容易かつ低コ

ストで維持できます。

SQL Server 2008 R2 Enterpriseでセキュリティが楽になる理由

暗号化機能で情報漏洩対策！

監査ログ機能で不正なデータベース操作も発見！

オンラインのままバックアップや
セキュリティパッチ適用が可能に！

● データ圧縮でディザスタ リカバリのための遠隔地へのデータ転送量が極小に
● 操作ミスやアプリケーションの不具合による不正なリソース消費を、リソースガバナで防止
 万が一の故障による機能障害、データ障害を16ノードまで対応のクラスタリング機能で予防
● パーティション機能で影響範囲を限定的に
● 16ノードまで対応のクラスタリング機能で耐障害性能の強化
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